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Ｈ２４ 阿南高専入試

１．

（１）－

（２）等式

１４

９

ａ＋ｂ

３

２ａ＋２ｂ＝６ａ－３ｂ

２ａ－６ａ＝－３ｂ－２ｂ

－４ａ＝－５ｂ

×

ａ＝

６

７

＝

－

５

４

２ａ－ｂ

２

１５

８

ｂ

÷ －
５

４

両辺を６倍して

＝－
４

３
＋
３

２
＝－

８

６
＋
９

６
＝
１

６

（３）
６

２４
－

５４

３
＝
２４ ６

６
－
３ ６

３
＝４ ６－ ６＝３ ６

（４）関数ｙ＝－
１

４
ｘ２ ｘ＝２

ｘ＝６

変化の割合＝

ｙ＝－

ｙ＝－

－９－（－１）

６－２

１

４

１

４

× ４＝－１

× ３６＝－９

＝
－８

４
＝－２

（５） 関数 ｙ＝ａｘ

８＝４ａ

２

ａ＝２

ｘ＝２のとき ｙ＝８なので
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（６）∠ｘ＝４４＋４２＋１４＝１００°

（７）△ＡＣＥ∽△ＡＮＣ

なぜなら

ＡＮ＝２ａ

ＡＭ＝０．５ａ

ＡＣ：ＡＮ＝ＡＭ：ＡＣ＝ａ：２ａ＝０．５ａ：ａ＝２：１

∠Ａは共通

相似比２：１なので

ＡＢ＝ａとすると

ＡＣ＝ａ

１５× １
２
＝
１５

２



- 3 -

２．

（８）起こりうるすべての場合は３× ３× ３＝２７通り

（９）ウ．オ

あいこになるのは く－く－く

ち－ち－ち

は－は－は

の９通り

確率は
２７

９
＝

く－ち－は

ち－く－は

は－く－ち

１

３

く－は－ち

ち－は－く

は－ち－く

（１）

１４５

８１

６５

６１

３７

５８

８９

３
↓
９
↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

（２）

１４５

１４５

２５

２９

８５

８９

４２

２０

１６

３７

５８

８９

４２

２０

５
↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓
４
↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓
４

１番目の４は９番目

２番目の４は１７番目

３番目の４は２５番目

９＋８（ｎ－１）

＝８ｎ＋１
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３．
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４．

（１）面積比が１６：２５なので相似比は４：５

（２）できた直角三角形はすべて相似である。

（３）重なった部分の面積だけ面積が狭くなるので

１２ｃｍ：ｘｃｍ＝４：５

重なった部分の長方形の縦をｘｃｍとすると

ｘ（１０－ｘ）＝１６× １２× ２－３６０

１０ｘ－ｘ

ｘ

（ｘ－４）（ｘ－６）＝０

ＡＢ＝１９－９＝７ｃｍ

２－１０ｘ＋２４＝０

２＝２４

横は１０－ｘ

４ｘ＝６０

短い方は４ｃｍ

ｘ＝１５ｃｍ

（１）点ＤはＣ（ａ，ａ－２）をＢＡだけ平行移動したもの

（２）ｙ＝

ａ－
５

２

２ａ

ａ

６

ｘ

２

Ｂ（－１，－１）→Ａ（－

Ｄ（ａ－

－

２－５ａ－１２＝０

５

２

ａ＝６

ａ－６＝０

ｘｙ＝６なので

５

２
，ａ）

ａ＝

７

２

５± ２５＋９６

４

，１）は左へ
５

２
上へ２なので

＝
５± １２１

４

ａ＞０

＝
５± １１
４

＝４
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５．

（３）平行四辺形の対角線の中点を通るので

１

２
× －

７

２
＋４，

１＋２

２

ＡＣの中点は

＝

ｙ＝－２ｘ＋ｂとおくと

３

２

よってｙ＝－２ｘ＋２

１

４
，
３

２

＝－２× １
４

を通って傾き－２なので

＋ｂ
３

２
＝－

１

２
＋ｂ ｂ＝

３

２
＋
１

２
＝
４

２
＝２

（１）ＮＬ：ＬＯ＝２：１であることを次のように証明した。

△ＮＯＧと△ＮＬＨで

ＯＧ，ＬＨはＭＮに引いた垂線なので

ａ

共通の角だから

①②よりｂ

△ＮＯＧ∽△ＮＬＨ・・・・・・・・・・・・③

ここで

ＬＨ：ＨＮ＝２：１・・・・・・・・・・・・④

一方△ＨＬＭは

ＬＨ⊥ＭＮだから

仮定より

⑤⑥より△ＨＬＭはｃ

よって

④⑦より

⑧とＭＮ＝４より

△ＮＯＧでＬＨ∥ＯＧだから

∠ＯＧＮ＝∠ＬＨＮ・・・・・・・・・・①

∠ＯＮＧ＝∠ＬＮＨ・・・・・・・・・・②

ＨＮ＝ｄ

ＯＧ＝４，ＧＮ＝２と③より

ＮＬ：ＬＯ＝

２組の角がそれぞれ等しいので

４

３

∠ＬＨＭ＝９０° ・・・・⑤

∠ＬＭＨ＝４５° ・・・・⑥

ＬＨ＝ＭＨ・・・・・・⑦

ＭＨ：ＨＮ＝２：１・・・⑧

ＧＨ＝

直角二等辺三角形である。

４

３
：
２

３

ｅ

＝２：１

２－
４

３
＝
２

３
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（２）まずＵＴの長さを求める。

△ＯＴＵ∽△ＯＲＳであり（証明略）

相似比はＯＮ：ＯＬ＝３：１

よってＵＴ＝４×

次に高さＬＭの長さは△ＬＭＨが直角二等辺三角形であるので

ＭＨ＝２＋

これで台形の面積の公式より

２

３
＝
８

３

１

３

であるから

＝
４

３

１

２

８ ２

３

× （４＋
４

３
）× ８ ２

３
＝

＝

１

２

６４ ２

９

× １６
３

× ８ ２

３
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（２）ＯＩは直角二等辺三角形の１辺だから

ＯＩ：ＯＰ＝１：

ここでＯＰ＝２なので

ＯＩ：２＝１：

ＯＩ＝
２

２
＝ ２

２

２


